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巌

神

青 

 

地元からも多くの方が 
復興への祈りを捧げた 

 

六県会員を代表して 

藤原会長が玉串を奉奠 

 

 

東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会
主
催
の
東
日
本
大
震
災

物
故
者
慰
霊
祭
並
復
興
祈
願
祭
は
本
年
度
当
県
が
主
管

し
、
三
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時
に
下
閉
伊
郡
山
田

町
の
山
田
漁
港
を
会
場
に
開
催
し
た
。 

 

七
年
目
と
な
る
今
回
、
継
続
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
意

義
深
い
祭
儀
と
す
る
た
め
、
関
係
各
位
と
協
議
、
改
め
て

原
点
を
確
認
し
、
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
復
興

へ
の
思
い
を
新
た
に
す
べ
く
「
復
興
祈
願
祭
」
の
名
称
を

加
え
た
他
、
地
元
の
意
向
を
伺
い
、
開
催
時
間
も
変
更
し

た
。
ま
た
、
震
災
年
に
誕
生
し
た
子
供
が
小
学
生
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
学
生
が
祭
儀
に
関
わ
る
こ
と
が
出

来
る
方
法
を
模
索
し
た
。 

宮
古
市
下
閉
伊
郡
支
部
長
に
多
大
な
協
力
を
得
て
、
地

元
小
学
校
へ
の
周
知
、
舞
姫
の
依
頼
、
さ
ら
に
山
田
町
内

へ
の
氏
子
へ
周
知
も
賜
り
、
県
神
社
庁
長
、
神
道
青
年
全

国
協
議
会
長
は
じ
め
役
員
、
地
元
支
部
長
、
総
代
会
長
を

来
賓
に
迎
え
参
列
者
は
総
勢
百
八
十
名
。 

 

会
場
か
ら
は
海
を
臨
み
、
晴
天
で
は
あ
っ
た
が
寒
風
を

感
じ
な
が
ら
一
同
奉
仕
し
、
祈
り
を
捧
げ
た
。 

 
 

東
日
本
大
震
災 

物
故
者
慰
霊
祭
並
復
興
祈
願
祭
斎
行 
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慰
霊
祭
の
大
き
な
柱
の
一

つ
と
し
て
地
元
の
小
学
生
に

浦
安
の
舞
を
奉
納
い
た
だ
く

と
い
う
案
は
、
平
成
二
十
九
年

福
島
で
の
慰
霊
祭
に
て
神
道

青
年
全
国
協
議
会 

長
友
会

長
の
「
震
災
後
に
誕
生
し
た
子

供
も
も
う
小
学
生
」
と
い
う
言

葉
か
ら
生
ま
れ
た
。
震
災
の
爪

痕
が
残
る
中
、
育
ま
れ
て
き
た

子
供
の
姿
は
ま
さ
に
復
興
の

象
徴
と
も
い
え
る
。
地
元
小
学

校
へ
周
知
・
参
列
の
案
内
を
行

う
と
と
も
に
舞
姫
の
募
集
も

行
っ
た
と
こ
ろ
、
四
名
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
。
大
変
有
難
い

申
し
出
で
あ
り
、
年
が
明
け
平

成
三
十
年
か
ら
七
回
の
練
習

を
地
元
山
田
八
幡
宮
（
佐
藤
明

徳
宮
司
）
を
会
場
に
お
借
り
し

て
開
催
。
菅
原
史
穂
子
常
任
委

員
が
指
導
、
各
種
用
具
は
佐
藤

宮
司
か
ら
借
用
し
、
実
際
の
祭

儀
で
は
、
久
慈
市
稲
荷
神
社

（
稲
村
和
雄
宮
司
）
か
ら
装
束

類
を
借
用
し
、
奉
納
い
た
だ
い

た
。
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
な

が
ら
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
中
、

多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

成
功
し
た
事
業
と
な
っ
た
。 

 

 

舞
姫 

山
田
町
立
南
小
学
校 

 

一
年 

佐
々
木
寧
真 

 

二
年 

坂
本
果
穂 

 

二
年 

藤
原
彗
蓮 

山
田
町
立
豊
間
根
小
学
校 

 

二
年 

佐
藤
希
乃
花 

 

地
元
の
宮
古
市
下
閉
伊
郡 

上
澤
支
部
長
か
ら
多
大
な
ご
協

力
を
賜
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た

が
、
地
元
神
職
・
総
代
の
皆
様
に

関
係
者
へ
の
周
知
の
ご
協
力
を

賜
っ
た
他
、
会
場
と
な
っ
た
山
田

漁
業
関
係
者
に
は
、
休
日
に
も
関

わ
ら
ず
会
場
の
提
供
や
備
品
の

提
供
な
ど
便
宜
を
図
っ
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
当
日
の
神
饌
は
地

元
の
商
店
な
ど
に
依
頼
を
行
っ

た
が
、
魚
を
無
償
で
提
供
い
た
だ

い
た
こ
と
を
は
じ
め
、
多
く
の
励

ま
し
を
賜
っ
た
。
地
元
か
ら
の
期

待
も
大
変
高
か
っ
た
こ
と
が
伺

え
る
。 

        

 

 

 

 

東日本大震災物故者慰霊祭並復興祈願祭 

舞
姫
育
成
事
業 

練習の様子 

地
元
と
の
連
携 
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平
成
三
十
年
度
定
時
総
会 

 

平
成
二
十
九
年
度
報
告
承
認
、
平
成
三
十
年
度
活
動
方
針
並
び
に
予
算
決
定 

議
事 

 

１
、
平
成
二
十
九
年
度
会
務
報
告
の
件 

 

２
、
平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算
の
件 

 

３
、
平
成
三
十
年
度
活
動
方
針
案
の
件 

 

４
、
平
成
三
十
年
度
予
算
案
の
件 

 

平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
は
、
四
月
十
九
日
（
木
）
岩
手
県
神
社
庁
を
会
場
に
、
藤
原
神
社
庁

長
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
二
十
三
名
出
席
の
下
、
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
藤
原
庁
長
よ
り
、
昨
年

の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
支
援
活
動
に
対
す
る
活
動
へ
の
御
礼
が
あ
っ
た
他
、
間
近
に
迫
っ
た
憲
法

改
正
運
動
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
譲
位
が
行
わ
れ
る
前
後
は
多
く
の
活
動
が
あ
り
、
青
年
会
の
果

た
す
役
割
は
大
き
く
期
待
を
込
め
た
祝
辞
を
賜
っ
た
。 

議
事
は
小
野
寺
常
任
委
員
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
進
行
。
ま
ず
は
平
成
二
十
九
年
度
の
会
務
報
告
と
収
支
決
算
の
件
が
上
程
さ
れ
、
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
本
年
度
の
活
動
方
針
案
と
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
異
議
な
く
決
議
さ

れ
た
。 

 

総
会
後
は
、
場
所
を
盛
岡
市
大
通
の
「
八
兵
衛
」
に
移
し
、
盛
大
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。 

 
藤原庁長より激励賜る 

 

小野寺常任委員が議長を務める 
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四
月
二
十
六
日
（
木
）
に
神
社

本
庁
に
て
標
記
総
会
が
開
催
さ

れ
、
代
議
員
と
し
て
髙
橋
会
長
、

小
保
内
副
会
長
が
出
席
し
た
。
平

成
二
十
九
年
度
会
務
報
告
並
び

に
各
種
決
算
、
平
成
三
十
年
度
活

動
方
針
、
事
業
計
画
・
予
算
な
ど

が
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
総
会
に

先
立
ち
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
て
、

当
県
「
親
子
禊
錬
成
会
」
の
事
業

が
「
教
化
事
業
賞
」
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
。 

 

 

 

既
に
ご
案
内
の
通
り
、
左
記
の

通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
参
加
願
い
ま
す
。 

・
主
催 

岩
手
県
神
道
青
年
会 

・
期
日 

平
成
三
十
年
十
月
二
日

（
火
・
赤
口
）
～
十
月
四
日

（
木
・
友
引
） 

・
趣
旨 

「
承
前
啓
後
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
思
う
と
き
、
我
が
神

道
青
年
会
発
足
の
き
っ
か
け
は
、

か
の
大
戦
で
あ
っ
た
こ
と
を
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
平
成
二
十
七
年

に
パ
ラ
オ
を
、
そ
し
て
平
成
二

十
八
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
、
更

に
は
一
年
を
通
し
て
平
成
が
使

用
さ
れ
る
最
後
の
年
と
な
っ
た

本
年
三
月
二
十
七
～
二
十
九
日

に
は
沖
縄
を
行
幸
啓
さ
れ
、
慰

霊
の
誠
を
さ
さ
げ
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
行
幸
啓
は
、
現
地
で
し
か
な

し
得
な
い
、
体
験
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

た
。
当
会
に
於
い
て
も
、
日
本

唯
一
の
地
上
戦
が
行
わ
れ
激
戦

地
と
な
っ
た
沖
縄
に
て
慰
霊
祭

を
執
り
行
い
、
犠
牲
と
な
ら
れ

た
御
霊
の
御
前
に
立
ち
、
御
霊

の
思
い
に
寄
り
添
い
慰
霊
の
誠

を
捧
げ
、
そ
し
て
青
年
会
発
足

の
当
時
に
思
い
を
致
す
と
と
も

に
、
皇
太
子
同
妃
時
代
よ
り
数

え
て
十
一
回
も
の
行
幸
啓
を
重

ね
、
常
に
お
寄
せ
に
な
ら
れ
た

両
陛
下
の
沖
縄
へ
の
大
御
心
を

追
体
験
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
青
年
会
に
と
っ
て
大
き
な

意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

当
会
発
足
の
根
源
を
見
つ
め

な
お
し
、
行
く
先
を
見
据
え
る
。

そ
の
一
助
と
な
る
べ
く
当
事
業

を
計
画
す
る
も
の
で
あ
る
。 

・
参
加
費 

十
万
円 

・
参
加
申
込
並
び
に
問
合
わ
せ
先 

平
成
三
十
年
七
月
十
五
日
（
日
）

迄
に
事
務
局
へ
メ
ー
ル
又
は

御
電
話
に
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。 

岩
手
県
神
道
青
年
会
創
立
七

十
周
年
記
念
事
業
部
会 

事

務
局 

菊
池
祥
隆 

宛 

    

電
話 

〇
八
〇
―
五
七
四
一

―
六
四
一
七 

 活
動
報
告 

（
自
平
成
三
十
年
一
月
至
五
月
） 

一
月
二
十
四
日 

第
五
回
役
員

会
（
盛
岡
八
幡
宮
） 

二
月
十
一
日 

第
五
十
一
回
建

国
記
念
の
日
奉
祝
県
民
大
会

助
勢
活
動 

三
月
十
一
日 

東
北
六
県
神
道

青
年
協
議
会
東
日
本
大
震
災

物
故
者
慰
霊
祭
並
復
興
祈
願

祭 

三
月
二
十
七
日 

第
六
回
役
員

会
（
盛
岡
八
幡
宮
） 

四
月
十
九
日 

臨
時
役
員
会
（
岩

手
県
神
社
庁
）
、
平
成
三
十
年

度
定
時
総
会
（
岩
手
県
神
社
庁
） 

四
月
二
十
六
日 

神
道
青
年
全

国
協
議
会
第
七
十
回
定
例
総

会
（
神
社
本
庁
）
、
菊
波
の
友

垣
会
（
明
治
記
念
館
） 

神
道
青
年
全
国
協
議
会 

第
七
十
回
定
例
総
会 

発 

行 
岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 
二
戸
市
福
岡
字
松
の
丸
二
一
呑
香
稲
荷
神
社
社
務
所
内 

電 

話 

〇
一
九
五
‐
二
三
‐
二
〇
四
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
九
五
‐
二
三
‐
八
九
〇
三 

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業 

戦
歿
者
慰
霊
沖
縄
研
修
事
業 


